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目 次 

告示 
○ 県民向け問合せ自動応答システム運用業務委託契約に関する落札者等の公示（行政・デ

ジタル改革課） 

○ 令和３年度地籍調査事業計画の決定（土地水政策課） 

○ 基本勝者投票法及び重勝式勝者投票法に係る車券発売事務委託に関する告示（県営競技

事務所） 

○ 基本勝者投票法に係る車券発売事務委託に関する告示（県営競技事務所） 

○ 基本勝者投票法に係る車券発売事務委託に関する告示（県営競技事務所） 

○ 基本勝者投票法に係る車券発売事務委託に関する告示（県営競技事務所） 

○ クリーニング業法第８条の２第１項の規定に基づくクリーニング師の研修及び同法第

８条の３の規定に基づく業務従事者の講習の指定（生活衛生課） 

○ 埼玉県出張理美容師衛生講習の指定（生活衛生課） 

○ 大規模小売店舗の変更に関する公示（商業・サービス産業支援課） 

○ 大規模小売店舗の新設に関する公示（商業・サービス産業支援課） 

○ 大規模小売店舗の変更に関する公示（商業・サービス産業支援課） 

○ 大規模小売店舗の新設に関する公示（商業・サービス産業支援課） 

○ 測量法に基づく公共測量の実施（用地課） 

○ 測量法に基づく公共測量の終了（用地課） 

○ 草加都市計画地区計画の変更に係る図書の写しの縦覧（都市計画課） 

○ 草加都市計画事業八潮南部西一体型特定土地区画整理事業における保留地処分に係る

公告（八潮新都市建設事務所） 

○ ＩＣ運転免許証作成用消耗品の購入に関する契約の相手等の公示（会計課） 

○ 県道蒲生岩槻線の供用の開始（越谷県土整備事務所） 

○ 選挙管理委員会の招集（選挙管理委員会） 

○ 令和３年度埼玉県労働委員会あっせん員候補者の氏名等の公示（審査調整課） 

 

 



 

 

告

示 

埼
玉
県
告
示
第
七
百
三
十
四
号 

 
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
随
意
契
約
の

相
手
方
を
決
定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。 

令
和
三
年
六
月
十
一
日 

埼
玉
県
知
事 

大

野

元

裕 

 
 



 

 

１ 購入等件名及び数量 

  県民向け問合せ自動応答システム運用業務委託 一式 

２ 契約に関する事務を担当する部局の名称及び所在地 

  埼玉県企画財政部行政・デジタル改革課ＤＸ推進担当 埼玉県さいたま市浦和

区高砂３丁目15番１号 

３ 随意契約の相手方を決定した日 

  令和３年４月１日 

４ 随意契約の相手方の氏名及び住所 

  株式会社アイネス 神奈川県横浜市都筑区牛久保３丁目９番２号 

５ 契約金額 

  30,180,150円 

６ 契約の相手方を決定した手続 

  随意契約 

７ 随意契約とした理由 

  地方公共団体の物品等又は特定役務の調達手続の特例を定める政令第11条第１

項第２号に該当 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
七
百
三
十
五
号 

令
和
三
年
度
地
籍
調
査
事
業
計
画
を
次
の
と
お
り
定
め
た
の
で
、
国
土
調
査
法
（
昭
和
二
十
六

年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
六
条
の
三
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
、
公
示
す
る
。 

 

令
和
三
年
六
月
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 
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秩
父
市 

秩
父
市 

川
口
市 

川
口
市 

川
口
市 

熊
谷
市 

熊
谷
市 

川
越
市 

川
越
市 

川
越
市 

さ
い
た
ま
市 

さ
い
た
ま
市 

調
査
を
行
う
者
の
名
称 

神
岡
第
六 

神
岡
第
五 

中
央
四 

中
央
三 

中
央
八 

大
麻
生
五 

吉
岡
七 

南
古
谷
第
六 

古
谷
第
一 

南
古
谷
第
五 

大
宮
区
タ
ー
ミ
ナ
ル
街
区
東

側
第
一 

針
ヶ
谷
第
二 

 
 
 

調

査

地

域

 
 

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら 

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

 

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら 

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

 

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら 

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

 

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら 

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

 

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら 

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

 

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら 

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

 

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら 

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

 

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら 

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

 

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら 

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

 

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら 

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

 

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら 

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

 

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら 

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

  
 
 
 

調

査

期

間

 
 



 

伊
奈
町 

日
高
市 

久
喜
市 

越
谷
市 

深
谷
市 

深
谷
市 

深
谷
市 

狭
山
市 

狭
山
市 

東
松
山
市 

本
庄
市 

本
庄
市 

加
須
市 

飯
能
市 

飯
能
市 

大
字
小
室
二 

日
高
第
四
十
五
―
一
地
区 

新
堀
三
・
菖
蒲
五 

越
谷
第
六
―
四
計
画
区 

深
谷
第
四
十
二 

深
谷
第
四
十
一 

深
谷
第
四
十 

狭
山
第
五
十
六 

狭
山
第
五
十
五 

東
松
山
十
五
地
区 

本
庄
一
丁
目
二 

本
庄
一
丁
目
一 

麦
倉
五 

青
木
第
二 

青
木
第
一 

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら 

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

 

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら 

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

 

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら 

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

 

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら 

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

 

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら 

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

 

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら 

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

 

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら 

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

 

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら 

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

 

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら 

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

 

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら 

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

 
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら 

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

 

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら 

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

 

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら 

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

 

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら 

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

 

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら 

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

 



  

神
川
町 

神
川
町 

東
秩
父
村 

東
秩
父
村 

東
秩
父
村 

小
鹿
野
町 

小
鹿
野
町 

横
瀬
町 

と
き
が
わ
町 

と
き
が
わ
町 

小
川
町 

小
川
町 

阿
久
原
十
二 

阿
久
原
十
一 

御
堂
二 

御
堂
一 

安
戸
四 

下
小
鹿
野
二 

下
小
鹿
野
一 

拾
壱
番 

西
平
一 

雲
河
原
二 

青
山
三 

青
山
二 

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら 

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

 

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら 

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

 

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら 

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

 

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら 

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

 

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら 

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

 

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら 

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

 

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら 

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

 

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら 

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

 

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら 

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

 

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら 

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

 

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら 

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

 

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら 

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
七
百
三
十
六
号 

自
転
車
競
技
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
九
号
）
第
三
条
第
二
号
及
び
第
三
号
に
係
る
事

務
を
次
の
と
お
り
委
託
し
た
。 

令
和
三
年
六
月
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

受
託
者
の
名
称
及
び
所
在
地 

株
式
会
社
ケ
イ
ド
リ
ー
ム
ス 

東
京
都
品
川
区
北
品
川
一
丁
目
二
十
番
九
号 

二 

委
託
契
約
締
結
日 

令
和
三
年
四
月
一
日 

三 

委
託
期
間 

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
七
百
三
十
七
号 

自
転
車
競
技
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
九
号
）
第
三
条
第
二
号
及
び
第
三
号
に
係
る
事

務
を
次
の
と
お
り
委
託
し
た
。 

令
和
三
年
六
月
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

受
託
者
の
名
称
及
び
所
在
地 

株
式
会
社
チ
ャ
リ
・
ロ
ト 

東
京
都
品
川
区
東
五
反
田
一
丁
目
十
四
番
十
号 

二 

委
託
契
約
締
結
日 

令
和
三
年
四
月
一
日 

三 

委
託
期
間 

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
七
百
三
十
八
号 

自
転
車
競
技
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
九
号
）
第
三
条
第
二
号
及
び
第
三
号
に
係
る
事

務
を
次
の
と
お
り
委
託
し
た
。 

令
和
三
年
六
月
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

受
託
者
の
名
称
及
び
所
在
地 

オ
ッ
ズ
・
パ
ー
ク
株
式
会
社 

東
京
都
中
央
区
京
橋
二
丁
目
二
番
一
号 

二 

委
託
契
約
締
結
日 

令
和
三
年
四
月
一
日 

三 

委
託
期
間 

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
七
百
三
十
九
号 

自
転
車
競
技
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
九
号
）
第
三
条
第
二
号
及
び
第
三
号
に
係
る
事

務
を
次
の
と
お
り
委
託
し
た
。 

令
和
三
年
六
月
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

受
託
者
の
名
称
及
び
所
在
地 

株
式
会
社

W
in

T
ic

k
e
t 

東
京
都
渋
谷
区
宇
田
川
町
四
十
番
一
号 

二 

委
託
契
約
締
結
日 

令
和
三
年
四
月
一
日 

三 

委
託
期
間 

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
七
百
四
十
号 

 
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
七
号
）
第
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
師
の
研
修
及
び
同
法
第
八
条
の
三
の
規
定
に
よ
る
業
務
従
事
者
の
講
習
と
し
て

次
の
と
お
り
指
定
し
た
。 

令
和
三
年
六
月
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

主
催
者 

 
 

東
京
都
港
区
新
橋
六
丁
目
八
番
二
号 

 
 

公
益
財
団
法
人
全
国
生
活
衛
生
営
業
指
導
セ
ン
タ
ー 

二 

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
師
の
研
修
の
日
程
及
び
会
場 

 

イ 

令
和
三
年
九
月
一
日 

 
 

 

埼
玉
県
春
日
部
市
大
沼
一
丁
目
七
十
六
番 

 
 

 

埼
玉
県
春
日
部
地
方
庁
舎 

 

ロ 

令
和
三
年
十
月
三
日 

 
 

 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
四
丁
目
四
番
十
七
号 

 
 

 

埼
玉
県
食
環
セ
ン
タ
ー 

 

ハ 

令
和
三
年
十
一
月
七
日 

 
 

 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
西
区
西
遊
馬
千
二
百
七
十
番
地
一 

 
 

 

埼
玉
県
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
会
館 

三 

業
務
従
事
者
の
講
習
の
日
程
及
び
会
場 

 

イ 

令
和
三
年
九
月
十
三
日 

 
 

 

埼
玉
県
熊
谷
市
末
広
三
丁
目
九
番
一
号 

 
 

 

埼
玉
県
熊
谷
地
方
庁
舎 

 

ロ 

令
和
三
年
十
月
十
八
日 

 
 

 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
四
丁
目
四
番
十
七
号 

 
 

 

埼
玉
県
食
環
セ
ン
タ
ー 

 

ハ 

令
和
三
年
十
一
月
十
五
日 

 
 

 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
四
丁
目
四
番
十
七
号 

 
 

 

埼
玉
県
食
環
セ
ン
タ
ー 

四 

受
講
料 

 

イ 

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
師
の
研
修
の
受
講
料 

 

五
千
円 

 

ロ 

業
務
従
事
者
の
講
習
の
受
講
料 

 
 

 

四
千
五
百
円 



 

告

示 

埼
玉
県
告
示
第
七
百
四
十
一
号 

 
理
容
師
法
施
行
条
例
（
平
成
十
二
年
埼
玉
県
条
例
第
二
十
三
号
）
第
七
条
及
び
美
容
師
法
施
行

条
例
（
平
成
十
二
年
埼
玉
県
条
例
第
二
十
四
号
）
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
出
張
理
美
容
師
衛
生
講

習
と
し
て
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。 

 
 

令
和
三
年
六
月
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

講
習
の
主
催
者 

 
 

埼
玉
県
知
事 

大
野 

元
裕 

二 

講
習
日
程
及
び
講
習
会
場 

 

イ 

令
和
三
年
八
月
二
十
三
日 

 
 

 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
三
丁
目
十
五
番
一
号 

 
 

 

埼
玉
県
庁
第
三
庁
舎 

 

ロ 

令
和
三
年
九
月
三
日 

 
 

 

埼
玉
県
川
越
市
新
宿
町
一
丁
目
十
七
番
十
七 

 
 

 

埼
玉
県
川
越
地
方
庁
舎 

 

ハ 

令
和
三
年
十
月
二
十
二
日 

 
 

 

埼
玉
県
熊
谷
市
末
広
三
丁
目
九
番
一
号 

 
 

 

埼
玉
県
熊
谷
保
健
所 

 

ニ 

令
和
三
年
十
一
月
三
十
日 

 
 

 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
三
丁
目
十
五
番
一
号 

 
 

 

埼
玉
県
庁
第
三
庁
舎 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
七
百
四
十
二
号 

 
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
の
概
要
等
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

公
告
し
、
及
び
当
該
届
出
等
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
三
年
六
月
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

届
出
の
概
要
等 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

ア
ズ
熊
谷 

埼
玉
県
熊
谷
市
筑
波
二
丁
目
百
十
五
番
地 

 

ロ 

変
更
の
概
要 

 
 

 

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人

に
あ
っ
て
は
代
表
者
の
氏
名 

 
 

 

（
変
更
前
）
山
崎
製
パ
ン
株
式
会
社 

代
表
取
締
役 
飯
島
延
浩 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

東
京
都
千
代
田
区
岩
本
町
三
―
十
―
一 

外 
計
三
十
九
者 

 
 

 

（
変
更
後
）
山
崎
製
パ
ン
株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

飯
島
延
浩 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

東
京
都
千
代
田
区
岩
本
町
三
―
十
―
一 

外 

計
三
十
八
者 

 

ハ 

変
更
年
月
日 

令
和
三
年
五
月
二
十
四
日 

 
 

 
 

外 

 

ニ 

届
出
年
月
日 

 
 

 

令
和
三
年
五
月
三
十
一
日 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

令
和
三
年
六
月
十
一
日
か
ら
令
和
三
年
十
月
十
一
日
ま
で 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
北
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 

四 

意
見
書
の
提
出 

 
 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
の
周
辺 

の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
県
に 

対
し
、
意
見
書
の
提
出
に
よ
り
、
こ
れ
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

イ 

意
見
書
提
出
期
間 

 
 

 

令
和
三
年
六
月
十
一
日
か
ら
令
和
三
年
十
月
十
一
日
ま
で 

 

ロ 

意
見
書
提
出
先 



 
 

 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
七
百
四
十
三
号 

 
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
の
概
要
等
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
し
、
及
び
当
該
届
出
等
を
次
の
と
お

り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
三
年
六
月
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

届
出
の
概
要
等 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

（
仮
称
）
ヤ
オ
コ
ー
和
光
南
店 

 
 

 

埼
玉
県
和
光
市
南
一
丁
目
十
六
外 

 

ロ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
設
置
者
及
び
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の 

 
 

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
代
表
者
の
氏
名 

 
 

 

大
規
模
小
売
店
舗
の
設
置
者 

 
 

 
 

株
式
会
社
ヤ
オ
コ
ー 

代
表
取
締
役 

川
野
澄
人 

 
 

 
 

埼
玉
県
川
越
市
新
宿
町
一
丁
目
十
番
地
一 

 
 

 

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者 

 
 

 
 

株
式
会
社
ヤ
オ
コ
ー 

代
表
取
締
役 

川
野
澄
人 

 
 

 
 

埼
玉
県
川
越
市
新
宿
町
一
丁
目
十
番
地
一 

 

 

ハ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
新
設
を
す
る
日 

 
 

 

令
和
四
年
二
月
一
日 

 

ニ 

大
規
模
小
売
店
舗
内
の
店
舗
面
積
の
合
計 

 
 

 

千
五
百
八
十
平
方
メ
ー
ト
ル 

 

ホ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
施
設
の
配
置
に
関
す
る
事
項 

 
 

 

駐
車
場
の
位
置
及
び
収
容
台
数 

 
 

 
 

位
置 

図
面
省
略 

収
容
台
数 

六
二
台 

 
 

 

駐
輪
場
の
位
置
及
び
収
容
台
数 

 
 

 
 

位
置 

図
面
省
略 

収
容
台
数 

四
六
台 

 
 

 

荷
さ
ば
き
施
設
の
位
置
及
び
面
積 

 
 

 
 

位
置 

図
面
省
略 

面
積 

一
二
四
平
方
メ
ー
ト
ル 

 
 

 

廃
棄
物
等
の
保
管
施
設
の
位
置
及
び
容
量 

 
 

 
 

位
置 

図
面
省
略 

容
量 

四
三
立
方
メ
ー
ト
ル 

 

ヘ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
施
設
の
運
営
方
法
に
関
す
る
事
項 

 
 

 

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
開
店
時
刻
及
び
閉
店
時
刻 



 
 

 
 

午
前
八
時
か
ら
午
後
九
時
四
十
五
分 

 
 

 

来
客
が
駐
車
場
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
時
間
帯 

 
 

 
 

午
前
七
時
三
十
分
か
ら
午
後
十
時 

 
 

 
駐
車
場
の
自
動
車
の
出
入
口
の
数
及
び
位
置 

 
 

 
 

出
入
口
の
数 

二
か
所 

位
置 

図
面
省
略 

 
 

 

荷
さ
ば
き
施
設
に
お
い
て
荷
さ
ば
き
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
時
間
帯 

 
 

 
 

荷
さ
ば
き
施
設
① 

午
前
六
時
か
ら
午
後
十
時 

 
 

 
 

荷
さ
ば
き
施
設
② 
午
前
六
時
か
ら
午
前
七
時
四
十
五
分 

 

ト 

届
出
年
月
日 

 
 

 

令
和
三
年
五
月
三
十
一
日 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

令
和
三
年
六
月
十
一
日
か
ら
令
和
三
年
十
月
十
一
日
ま
で 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
南
西
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 

四 

意
見
書
の
提
出 

 
 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
の
周
辺 

 

の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
県
に 

 

対
し
、
意
見
書
の
提
出
に
よ
り
、
こ
れ
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

 

イ 

意
見
書
提
出
期
間 

 
 

 

令
和
三
年
六
月
十
一
日
か
ら
令
和
三
年
十
月
十
一
日
ま
で 

 

ロ 

意
見
書
提
出
先 

 
 

 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
七
百
四
十
四
号 

 
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
の
概
要
等
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

公
告
し
、
及
び
当
該
届
出
等
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
三
年
六
月
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

一 

届
出
の
概
要
等 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

イ
オ
ン
タ
ウ
ン
上
里 

 
 

 

埼
玉
県
児
玉
郡
上
里
町
大
字
金
久
保
字
蓮
山
三
百
五
十
九
番
一 

 

ロ 

変
更
の
概
要 

 

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人

に
あ
っ
て
は
代
表
者
の
氏
名 

（
変
更
前
）
株
式
会
社
ベ
ル
ク 

代
表
取
締
役 

大
島
孝
之 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
脚
折
千
六
百
四
十
六
番 
外 
計
三
十
三
者 

（
変
更
後
）
株
式
会
社
ベ
ル
ク 

代
表
取
締
役 

原
島
一
誠 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
脚
折
千
六
百
四
十
六
番 

外 

計
三
十
三
者 

 

ハ 

変
更
年
月
日 

令
和
三
年
四
月
二
十
九
日
外 

 

ニ 

届
出
年
月
日 

 
 

 

令
和
三
年
五
月
二
十
五
日 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

令
和
三
年
六
月
十
一
日
か
ら
令
和
三
年
十
月
十
一
日
ま
で 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
北
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
本
庄
事
務
所 

四 

意
見
書
の
提
出 

 
 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
の
周
辺 

の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
県
に 

対
し
、
意
見
書
の
提
出
に
よ
り
、
こ
れ
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

イ 

意
見
書
提
出
期
間 

 
 

 

令
和
三
年
六
月
十
一
日
か
ら
令
和
三
年
十
月
十
一
日
ま
で 

 

ロ 

意
見
書
提
出
先 



 
 

 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
七
百
四
十
五
号 

 
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
の
概
要
等
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
し
、
及
び
当
該
届
出
等
を
次
の
と
お

り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
三
年
六
月
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

一 

届
出
の
概
要
等 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

ド
ラ
ッ
グ
コ
ス
モ
ス
羽
生
中
岩
瀬
店 

 
 

 

埼
玉
県
羽
生
市
岩
瀬
土
地
区
画
整
理
事
業
百
二
十
八
街
区
二
十
一
～
二
十
九
画
地 

 

 

ロ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
設
置
者
及
び
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の 

 
 

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
代
表
者
の
氏
名 

 
 

 

大
規
模
小
売
店
舗
の
設
置
者 

 
 

 
 

株
式
会
社
コ
ス
モ
ス
薬
品 

代
表
取
締
役 

横
山
英
昭 

 
 

 
 

福
岡
県
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
二
丁
目
十
番
一
号
第
一
福
岡
ビ
ル
Ｓ
館
四
階 

 
 

 

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者 

 
 

 
 

株
式
会
社
コ
ス
モ
ス
薬
品 

代
表
取
締
役 

横
山
英
昭 

 
 

 
 

福
岡
県
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
二
丁
目
十
番
一
号
第
一
福
岡
ビ
ル
Ｓ
館
四
階 

 

ハ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
新
設
を
す
る
日 

 
 

 

令
和
四
年
二
月
三
日 

 

ニ 

大
規
模
小
売
店
舗
内
の
店
舗
面
積
の
合
計 

 
 

 

千
五
百
三
十
二
平
方
メ
ー
ト
ル 

 

ホ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
施
設
の
配
置
に
関
す
る
事
項 

 
 

 

駐
車
場
の
位
置
及
び
収
容
台
数 

 
 

 
 

位
置 

図
面
省
略 

収
容
台
数 

六
○
台 

 
 

 

駐
輪
場
の
位
置
及
び
収
容
台
数 

 
 

 
 

位
置 

図
面
省
略 

収
容
台
数 

四
六
台 

 
 

 

荷
さ
ば
き
施
設
の
位
置
及
び
面
積 

 
 

 
 

位
置 

図
面
省
略 

面
積 

八
八
・
八
四
平
方
メ
ー
ト
ル 

 
 

 

廃
棄
物
等
の
保
管
施
設
の
位
置
及
び
容
量 

 
 

 
 

位
置 

図
面
省
略 

容
量 

一
三
・
五
立
方
メ
ー
ト
ル 

 

ヘ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
施
設
の
運
営
方
法
に
関
す
る
事
項 

 
 

 

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
開
店
時
刻
及
び
閉
店
時
刻 



 
 

 
 

午
前
九
時
か
ら
午
後
十
時 

 
 

 

来
客
が
駐
車
場
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
時
間
帯 

 
 

 
 

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
十
時
三
十
分 

 
 

 
駐
車
場
の
自
動
車
の
出
入
口
の
数
及
び
位
置 

 
 

 
 

出
入
口
の
数 

三
か
所 

位
置 

図
面
省
略 

 
 

 

荷
さ
ば
き
施
設
に
お
い
て
荷
さ
ば
き
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
時
間
帯 

 
 

 
 

午
前
六
時
か
ら
午
後
十
時 

 

ト 

届
出
年
月
日 

 
 

 

令
和
三
年
六
月
二
日 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

令
和
三
年
六
月
十
一
日
か
ら
令
和
三
年
十
月
十
一
日
ま
で 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
利
根
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 

四 

意
見
書
の
提
出 

 
 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
の
周
辺 

 

の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
県
に 

 

対
し
、
意
見
書
の
提
出
に
よ
り
、
こ
れ
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。 
 

 

イ 

意
見
書
提
出
期
間 

 
 

 

令
和
三
年
六
月
十
一
日
か
ら
令
和
三
年
十
月
十
一
日
ま
で 

 

ロ 

意
見
書
提
出
先 

 
 

 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
七
百
四
十
六
号 

 
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
入
間
市
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
を
受
け
た

の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

令
和
三
年
六
月
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

測
量
計
画
機
関 

 
 

入
間
市 

二 

作
業
種
類 

 
 

公
共
測
量(

修
正
測
量 

数
値
地
形
図
修
正(

レ
ベ
ル

2
5
0
0
)
 

4
4
.
6
9

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル)

 

三 

作
業
地
域 

 
 

入
間
市
全
域 

四 

作
業
期
間 

 
 

令
和
三
年
六
月
二
日
か
ら
令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日
ま
で 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
七
百
四
十
七
号 

 
令
和
三
年
埼
玉
県
告
示
第
百
九
十
九
号
で
公
示
し
た
公
共
測
量
は
、
令
和
三
年
六
月
七
日
終
了

し
た
旨
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
さ
い
た
ま
市
か
ら
通
知
を
受
け
た
の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四

年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ

り
公
示
す
る
。 

 
 

令
和
三
年
六
月
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
七
百
四
十
八
号 

 
三
郷
市
か
ら
草
加
都
市
計
画
地
区
計
画
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
図
書
の
写
し
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い

て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
三
年
六
月
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

   



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
七
百
四
十
九
号 

草
加
都
市
計
画
事
業
八
潮
南
部
西
一
体
型
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
保
留
地
処
分
規
程
（
平
成

十
八
年
埼
玉
県
告
示
第
八
百
三
号
）
第
一
条
の
規
定
に
よ
り
、
一
般
競
争
入
札
に
よ
る
保
留
地
の

処
分
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。 

 

令
和
三
年
六
月
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一 

保
留
地
の
位
置
、
地
積
及
び
予
定
価
格 

イ 

宅
地
番
号
一 

⑴ 

位
置 

 

八
潮
南
部
西
一
体
型
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
四
街
区
十
四
画
地
（
八
潮
市
大
字
大
曽

根
百
八
十
六
番
一
外
） 

⑵ 

地
積 

 

六
百
九
十
四
・
五
九
平
方
メ
ー
ト
ル 

⑶ 

予
定
価
格 

 

八
千
五
十
七
万
二
千
四
百
四
十
円 

ロ 

宅
地
番
号
二 

⑴ 

位
置 

 

八
潮
南
部
西
一
体
型
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
四
十
三
街
区
八
画
地
（
八
潮
市
大
字
大

曽
根
五
百
八
十
九
番
一
外
） 

⑵ 

地
積 

 

八
百
七
十
・
五
四
平
方
メ
ー
ト
ル 

⑶ 

予
定
価
格 

 

一
億
二
千
四
百
四
十
八
万
七
千
二
百
二
十
円 

ハ 

宅
地
番
号
三 

⑴ 

位
置 

 

八
潮
南
部
西
一
体
型
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
六
十
四
街
区
四
画
地
（
八
潮
市
大
字
垳

五
百
三
十
番
二
外
） 

⑵ 

地
積 

 

千
百
四
・
六
〇
平
方
メ
ー
ト
ル 

⑶ 

予
定
価
格 

 

一
億
二
千
八
百
十
三
万
三
千
六
百
円 

ニ 

宅
地
番
号
四 

⑴ 

位
置 



 

八
潮
南
部
西
一
体
型
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
六
十
五
街
区
八
画
地
（
八
潮
市
大
字
垳

五
百
三
十
番
四
外
） 

⑵ 

地
積 

 
三
百
七
十
五
・
八
〇
平
方
メ
ー
ト
ル 

⑶ 

予
定
価
格 

 

五
千
百
四
十
八
万
四
千
六
百
円 

ホ 

宅
地
番
号
五 

⑴ 

位
置 

 

八
潮
南
部
西
一
体
型
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
六
十
五
街
区
九
画
地
（
八
潮
市
大
字
垳

五
百
三
十
番
五
外
） 

⑵ 

地
積 

 

七
百
三
十
二
・
一
八
平
方
メ
ー
ト
ル 

⑶ 

予
定
価
格 

 

八
千
八
百
五
十
九
万
三
千
七
百
八
十
円 

ヘ 

宅
地
番
号
六 

⑴ 

位
置 

 

八
潮
南
部
西
一
体
型
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
六
十
七
街
区
十
五
画
地
（
八
潮
市
大
字

垳
五
百
三
十
一
番
三
外
）
、
六
十
七
街
区
十
七
画
地
（
八
潮
市
大
字
垳
五
百
三
十
一
番
四
）

及
び
六
十
七
街
区
三
十
三
画
地
（
八
潮
市
大
字
垳
五
百
三
十
一
番
四
外
） 

⑵ 

地
積 

 

四
百
九
十
二
・
五
七
平
方
メ
ー
ト
ル 

⑶ 

予
定
価
格 

 

五
千
八
百
十
二
万
三
千
二
百
六
十
円 

二 

入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格 

イ 

建
築
物
の
建
築
の
用
に
供
す
る
目
的
で
取
得
し
よ
う
と
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。 

ロ 

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
な
い
こ
と
。 

 

⑴ 

成
年
被
後
見
人
若
し
く
は
被
保
佐
人
又
は
破
産
者
で
復
権
を
得
な
い
者 

 

⑵ 

入
札
の
公
正
な
執
行
を
妨
げ
た
者
又
は
公
正
な
価
格
の
成
立
を
害
し
、
若
し
く
は
不
正 

 
 

の
利
益
を
得
る
た
め
に
連
合
し
た
者 

 

⑶ 

未
成
年
者 

 

⑷ 

会
社
更
生
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
四
号
）
第
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
更
生
手 

 

 
 

続
開
始
の
申
立
て
が
な
さ
れ
て
い
る
者
又
は
民
事
再
生
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
二
百
二 

 
 

十
五
号
）
第
二
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
再
生
手
続
開
始
の
申
立
て
が
な
さ
れ
て
い
る
者 

 

⑸ 

次
の
㈠
か
ら
㈢
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
そ
の
事
実
が
あ
っ
た
後
二
年
を
経
過
し 



 
 

て
い
な
い
者 

 

㈠ 

落
札
者
が
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
又
は
契
約
者
が
契
約
を
履
行
す
る
こ
と
を
妨
げ
た 

 
 

者 

 
㈡ 

正
当
な
理
由
が
な
く
て
契
約
を
履
行
し
な
か
っ
た
者 

 

㈢ 
㈠
又
は
㈡
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事
実
が
あ
っ
た
後
二
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者 

 

 
 

を
契
約
の
履
行
に
当
た
り
代
理
人
、
支
配
人
そ
の
他
の
使
用
人
と
し
て
使
用
し
た
者 

 

⑹ 

都
道
府
県
税
（
都
道
府
県
民
税
、
法
人
都
道
府
県
民
税
、
個
人
事
業
税
又
は
法
人
事
業 

 

 
 

税
）
の
滞
納
が
あ
る
者 

 
 

⑺ 

草
加
都
市
計
画
事
業
八
潮
南
部
西
一
体
型
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
保
留
地
処
分
規
程 

 
 

 
 

 
 

 

で
定
め
る
方
法
に
よ
り
契
約
代
金
を
支
払
う
こ
と
が
で
き
な
い
者 

 
 

⑻ 

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
七

号
）
第
二
条
第
六
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
又
は
埼
玉
県
暴
力
団
排
除
条
例
（
平
成
二
十

三
年
埼
玉
県
条
例
第
三
十
九
号
）
第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
暴
力
団
関
係
者
と
認
め
ら

れ
る
者 

三 

入
札
参
加
申
込
み
受
付
の
期
間
及
び
場
所
等 

イ 

期
間 

⑴ 

窓
口
受
付 

令
和
三
年
七
月
七
日
（
水
）
か
ら
同
月
十
四
日
（
水
）
ま
で
の
午
前
九
時
か
ら
午
後
五

時
ま
で
（
土
曜
日
及
び
日
曜
日
を
除
く
。
） 

⑵ 

郵
送
受
付 

令
和
三
年
七
月
七
日
（
水
）
か
ら
同
月
十
四
日
（
水
）
午
後
五
時
ま
で
（
必
着
） 

ロ 

窓
口
及
び
郵
送
受
付
の
場
所 

埼
玉
県
八
潮
市
大
字
中
馬
場
五
十
二
番
地
二 

埼
玉
県
八
潮
新
都
市
建
設
事
務
所 

ハ 

申
込
方
法 

入
札
参
加
要
領
に
示
す
必
要
な
書
類
を
簡
易
書
留
に
よ
る
郵
送
又
は
本
人
若
し
く
は
代
理 

人
の
持
参
に
よ
り
申
し
込
む
も
の
と
す
る
。 

四 

入
札
及
び
開
札
の
期
間
及
び
場
所
等 

イ 

入
札
の
期
間 

⑴ 

窓
口
受
付 

令
和
三
年
八
月
二
日
（
月
）
か
ら
同
月
四
日
（
水
）
ま
で
の
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時

ま
で
（
土
曜
日
及
び
日
曜
日
を
除
く
。
） 

⑵ 

郵
送
受
付 

令
和
三
年
八
月
二
日
（
月
）
か
ら
同
月
四
日
（
水
）
午
後
五
時
ま
で
（
必
着
） 

ロ 

窓
口
及
び
郵
送
受
付
の
場
所 



埼
玉
県
八
潮
市
大
字
中
馬
場
五
十
二
番
地
二 

埼
玉
県
八
潮
新
都
市
建
設
事
務
所 

 

ハ 

入
札
書
の
提
出
方
法 

 
 

 

簡
易
書
留
に
よ
る
郵
送
又
は
本
人
若
し
く
は
代
理
人
の
持
参
に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

 

ニ 
入
札
参
加
上
の
注
意 

 

⑴ 

こ
の
入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
者
は
、
三
に
よ
る
入
札
参
加
の
申
込
み
を
行
い
、
入
札 

 
 

に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
の
確
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

⑵ 

五
の
入
札
保
証
金
は
、
入
札
書
提
出
前
に
所
定
の
金
融
機
関
で
納
付
し
、
納
付
書
兼
領 

 
 

収
書
の
写
し
を
入
札
書
と
同
時
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。 

ホ 

開
札
の
日
時 

 

⑴ 

宅
地
番
号
一 

 
 

 

令
和
三
年
八
月
五
日
（
木
）
午
前
九
時
三
十
分 

 

⑵ 

宅
地
番
号
二 

 
 

 

令
和
三
年
八
月
五
日
（
木
）
午
前
十
時
十
分 

 

⑶ 

宅
地
番
号
三 

 
 

 

令
和
三
年
八
月
五
日
（
木
）
午
前
十
時
五
十
分 

 

⑷ 

宅
地
番
号
四 

 
 

 

令
和
三
年
八
月
五
日
（
木
）
午
前
十
一
時
三
十
分 

 

⑸ 

宅
地
番
号
五 

 
 

 

令
和
三
年
八
月
五
日
（
木
）
午
後
一
時
三
十
分 

 

⑹ 

宅
地
番
号
六 

 
 

 

令
和
三
年
八
月
五
日
（
木
）
午
後
二
時
十
分 

ヘ 

開
札
の
場
所 

埼
玉
県
八
潮
市
大
字
中
馬
場
五
十
二
番
地
二 

埼
玉
県
八
潮
新
都
市
建
設
事
務
所 

二

階
会
議
室 

五 

入
札
保
証
金
の
額 

 
 

入
札
参
加
者
の
見
積
も
る
入
札
金
額
に
百
分
の
五
以
上
を
乗
じ
た
額
（
入
札
参
加
資
格
審
査

後
郵
送
さ
れ
る
納
付
書
兼
領
収
書
に
よ
り
納
付
す
る
こ
と
。
） 

六 

入
札
の
無
効 

 
 

次
の
イ
か
ら
リ
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
入
札
は
、
無
効
と
す
る
。 

 

イ 

入
札
者
の
押
印
の
な
い
入
札
書
に
よ
る
も
の 

 

ロ 

記
載
事
項
を
訂
正
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
箇
所
に
押
印
の
な
い
入
札
書
に
よ
る
も 

 
 

 

 
 

の 

 

ハ 

押
印
さ
れ
た
印
影
が
明
ら
か
で
な
い
入
札
書
に
よ
る
も
の 

 

ニ 

入
札
に
参
加
す
る
資
格
の
な
い
者
が
し
た
も
の 



 

ホ 

記
載
す
べ
き
事
項
の
記
入
の
な
い
入
札
書
又
は
記
入
し
た
事
項
が
明
ら
か
で
な
い
入
札
書 

 
 

に
よ
る
も
の 

 
ヘ 

入
札
保
証
金
を
納
付
し
な
い
者
又
は
納
付
し
た
入
札
保
証
金
の
額
が
所
定
の
率
に
よ
る
額 

 
 

に
達
し
な
い
者
が
し
た
も
の 

ト 

代
理
人
で
委
任
状
を
提
出
し
な
い
者
が
し
た
も
の 

チ 

他
の
入
札
者
の
代
理
を
兼
ね
た
者
が
し
た
も
の 

リ 

二
以
上
の
入
札
書
を
提
出
し
た
者
が
し
た
も
の
又
は
二
以
上
の
者
の
代
理
を
し
た
者
が
し

た
も
の 

七 

落
札
者
の
決
定
方
法 

 
 

落
札
者
は
、
埼
玉
県
の
予
定
価
格
以
上
の
価
格
で
最
高
の
価
格
を
も
っ
て
入
札
し
た
者
と
す

る
。 

八 

そ
の
他 

イ 

入
札
参
加
要
領
及
び
入
札
参
加
申
込
書
は
、
Ｔ
Ｘ
八
潮
駅
西
宅
地
販
売
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
配
布
す
る
。 

 

な
お
、
郵
送
を
希
望
す
る
者
は
、
同
セ
ン
タ
ー
（
電
話
〇
一
二
〇
―
八
四
―
二
四
四
一
）

に
請
求
す
る
こ
と
。 

ロ 

入
札
に
関
し
不
明
な
点
は
、
埼
玉
県
八
潮
新
都
市
建
設
事
務
所
（
電
話
〇
四
八
―
九
九
八

―
四
五
四
五
）
に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
。 

 

ハ 

そ
の
他
詳
細
は
、
入
札
参
加
要
領
に
よ
る
。 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
七
百
五
十
号 

 
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
随
意
契
約
の

相
手
方
を
決
定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。 

令
和
三
年
六
月
十
一
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

                            



１ 購入等件名及び数量 

  ＩＣ運転免許証作成用消耗品の購入（単価契約） 一式 

２ 契約に関する事務を担当する部局の名称及び所在地 

  埼玉県警察本部総務部財務局会計課調度係 埼玉県さいたま市浦和区高砂３丁

目15番１号 

３ 随意契約の相手方を決定した日 

  令和３年４月１日 

４ 随意契約の相手方の氏名及び住所 

  株式会社ＤＮＰアイディーシステム 東京都新宿区新宿４丁目３番17号 

５ 契約金額 

  別表のとおり 

６ 契約の相手方を決定した手続 

  随意契約 

７ 随意契約とした理由 

  地方公共団体の物品等又は特定役務の調達手続の特例を定める政令第11条第１

項第２号に該当 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別表  

ＩＣ運転免許証作成用消耗品  

品    名  規   格  金額（税抜き）  

ＩＣ免許証作成用カード基体 優良用  300枚×３  422,000円  

ＩＣ免許証作成用カード基体 一般用  300枚×３  422,000円  

ＩＣ免許証作成用カード基体 新規用  300枚×３  422,000円  

運転経歴証明書作成用カード基体  300枚×１  135,500円  

インクリボン  2,000枚用×１  117,000円  

裏面印字リボン  2,000枚用×１  16,000円  

 

 



告

示 

埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
十
二
号 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
三
年
六
月
十
一
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境
課

及
び
埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
三
年
六
月
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
長 

山 

科 

昭 

宏 
 

 
 

     



  

  

蒲
生
岩
槻
線 

  

路 
 

線 
 

名 

 

越
谷
市
大
間
野
町
一
丁
目
八
番
五
地

先
か
ら 

同
市
大
間
野
町
一
丁
目
七
番
三
二
地

先
ま
で 

（
た
だ
し
、
関
係
図
面
に
表
示
す
る
部
分

に
限
る
。
） 

 

供
用
開
始
の
区
間 

令
和
三
年
六
月
十
一
日 

供
用
開
始
の
期
日 

令
和
二
年
一
月
十
七
日
付
け
埼

玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
長

告
示
第
一
号
で
告
示
し
た
道
路

予
定
区
域
の
一
部
の
供
用
開
始

で
あ
る
。 

 

延
長
二
一
一
・
〇
〇
メ
ー
ト

ル 

    

備 

 

考 



告

示 

埼
玉
県
選
管
告
示
第
三
十
二
号 

 
埼
玉
県
選
挙
管
理
委
員
会
を
次
の
と
お
り
招
集
す
る
。 

令
和
三
年
六
月
十
一
日 

埼
玉
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長 

岡 

田 

昭 

文 

一 

日
時 

令
和
三
年
六
月
十
一
日 

 

午
前
十
時 

二 

場
所 

選
挙
管
理
委
員
会
室 

三 

議
題 

 

 

ア 

戸
田
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
に
お
け
る
当
選
の
効
力
に
関
す
る
審
査
の
申
立
て
に
つ
い
て 

 

イ 

そ
の
他 



告

示 

埼
玉
県
労
働
委
員
会
告
示
第
一
号 

 
当
委
員
会
は
、
労
働
関
係
調
整
法
（
昭
和
二
十
一
年
法
律
第
二
十
五
号
）
第
十
条
の
規
定
に
基

づ
き
、
令
和
三
年
度
あ
っ
せ
ん
員
候
補
者
に
次
の
者
を
委
嘱
し
た
の
で
、
労
働
関
係
調
整
法
施
行

令
（
昭
和
二
十
一
年
勅
令
第
四
百
七
十
八
号
）
第
四
条
及
び
労
働
委
員
会
規
則
（
昭
和
二
十
四
年

中
央
労
働
委
員
会
規
則
第
一
号
）
第
六
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

令
和
三
年
六
月
十
一
日 

埼
玉
県
労
働
委
員
会
会
長 

青 

木 

孝 

明 

                          



 

氏   名 現 職 等 主 要 経 歴 

 

青木 孝明 
弁護士 

埼玉県労働委員会公益委員 
さいたま家庭裁判所家事調停委員 

甲原 裕子 
弁護士 
埼玉県労働委員会公益委員 

さいたま家庭裁判所家事調停委員（現） 

向田 正巳 
駒澤大学法学部准教授 
埼玉県労働委員会公益委員 

九州国際大学法学部助教授 

山下 三佐子 
弁護士 
埼玉県労働委員会公益委員 

さいたま地方裁判所熊谷支部及び熊谷簡
易裁判所民事調停委員（現） 

山  仁枝 
県民生活部副部長（元） 
埼玉県労働委員会公益委員 

 

近藤  嘉 日本労働組合総連合会埼玉県連合会会長
埼玉県労働委員会労働者委員 

自動車総連埼玉地協議長 

畔上 勝彦 
自治労連埼玉県本部中央執行委員長 
埼玉県労働委員会労働者委員 

埼玉県職員組合教育局支部執行委員長 
埼玉県労働組合連合会副議長（現） 

小林 健一 
日本労働組合総連合会埼玉県連合会副会
長 
埼玉県労働委員会労働者委員 

情報労連埼玉県協議会議長兼 
ＮＴＴ労組北関東信越総支部執行委員長
（現） 

井 哲郎 
日本労働組合総連合会埼玉県連合会副会
長 
埼玉県労働委員会労働者委員 

ＵＡゼンセン埼玉県支部支部長（現） 

金谷 慶國 
日本労働組合総連合会埼玉県連合会副会
長 
埼玉県労働委員会労働者委員 

埼玉県電力関連産業労働組合総連合会長
（現） 

廣澤 健一 

一般社団法人埼玉県経営者協会業務執行
理事・専務理事・事務局長 

埼玉県労働委員会使用者委員 

株式会社埼玉りそな銀行秩父支店長 

木村 謙一 
株式会社高麗川カントリー倶楽部取締役
社長 
埼玉県労働委員会使用者委員 

株式会社埼玉りそな銀行取締役常務執行
役員 
むさし証券株式会社会長 

中村 元信 
 日東商事株式会社取締役社長 
埼玉県労働委員会使用者委員 

株式会社武蔵野銀行常務取締役 

町田 伸吉 
町田ローソク株式会社代表取締役会長 

埼玉県労働委員会使用者委員 
埼玉県商工会連合会理事（現） 

入野 純一 
 不二工業株式会社代表取締役社長 
 埼玉県労働委員会使用者委員 

川口鋳物工業協同組合専務理事（現） 

新里 英男 埼玉県労働委員会事務局長  

後藤 安史 
埼玉県労働委員会事務局副事務局長兼審査
調整課長 

 

武澤 真紀 埼玉県労働委員会事務局審査調整課主幹  

神崎 雅史 埼玉県労働委員会事務局審査調整課主幹  

増井 望未 埼玉県労働委員会事務局審査調整課主査  

時吉 恵子 埼玉県労働委員会事務局審査調整課主査  

土屋 千鶴子 埼玉県労働委員会事務局審査調整課主査  

河上 雄一 埼玉県労働委員会事務局審査調整課主査  
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